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研究成果の概要（和文）：（200字程度） 
本研究においては、女性や子ども更には植民地における異民族までが熱狂をもって戦争に
参与していった心理的メカニズムと行動様式を、各国との比較において明らかにすること
を目的とした。そこでは活字や画像、音楽、博覧会などのメディアが複合的に構成され、
しかも複製技術の使用によって反復される戦争宣伝の実態を明らかにすることができた。
そして、このメディア・ミックスを活用する重要性が認識されたことによって、外務省情
報部や陸軍省新聞班などが創設されることとなった。戦争ロマンの比較研究から出発した
本研究は、戦争宣伝の手法が「行政広報」や「営利本位の商業主義」に適用されていく歴
史過程を明らかにすることによって、総力戦という体験が現代の日常生活といかに直結し
ているのかを析出した点で重要な成果を生んだ。 
 
研究成果の概要（英文）： 
Our project has aimed at making clear, with a comparative perspective, the reasons for 
and the way of the enthusiastic participation in the war, which was demonstrated by 
women, children and even colonized peoples. It has been found out that the war 
propaganda, including such various media as printed words, images, music and 
exhibitions, which was endlessly repeated by the use of reproduction technology, 
played somewhat a crucial role. It was precisely because the government did realize 
the importance of such propaganda that the Intelligence Department in the Foreign 
Office and the Newspaper Division in the War Office were set up. The very technique 
of war propaganda was to be adopted by the government's official publicity and 
commercial publicity business. Our project has closely examined this historical process 
from various viewpoints. 
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１．研究開始当初の背景 
二〇世紀の戦争において果たした動員メデ
ィアについての研究は、とりわけ第二次世界
大戦ならびにナチス・ドイツを中心として、
これまでも無数になされてきた。それに対し
て本構想は、「メディアによる戦争の世紀」
たる二〇世紀が準備されていったプロセス
を、とりわけ一九～二〇世紀転換期に焦点を
当てて明らかにし、同時にこうした国民動員
メディアの日本における受容史を辿る比較
文化史的研究を目指すものである。ヨーロッ
パで戦争がなかったベルエポックの間に国
民動員メディアがどう作用し、どのように総
動員体制への空気が醸造されていったか。例
えば第一次世界大戦において、いわば「まん
まと」総力戦が可能になったのはなぜか。そ
して日本は、この新たな「居間／日常生活の
中に入ってくるメディア」をいかに受容し、
いかに応用したか。これが本研究の中心とな
る問いである。 
いうまでもなく第一次ならびに第二次世界
大戦の特徴は、それが一握りの支配者ではな
く、時としてそれが支配層の統制を逸脱する
ほどの、広汎な大衆の支持と熱狂を伴った点
にある。「一つの民族は一つの国家をもつべ
し」とするナショナリズムは、「強くなけれ
ば国家は生き残れない」といった俗流ダーウ
ィニズムの社会進化論と結びつき、絶えざる
戦争準備状態を暗黙の存立前提とする一九
世紀の国民国家を生み出した。だが既に一九
世紀後半から軍事コストは飛躍的に上昇し、
にもかかわらず（少なくともヨーロッパにお
いては普仏戦争以後）戦争が起こらないので
賠償金による財政確保もままならないため、
軍備増強に必要な税金を上げるべく、ヨーロ
ッパ列強においては、必要な一般市民の支持
をとりつけるための愛国教育が熱心に行な
われるようになっていた。この状況が、映画
やラジオやフォノグラフといった新しいメ
ディアと結びついて惹起されたのが、二〇世
紀的な総動員体制による数々の「大戦争」で
ある。 
史上初の総力戦であった第一次世界大戦を、
特に開戦当初、国民の大多数が熱狂的に迎え
たことはよく知られている（日露戦争は新聞
や軍歌や写真雑誌といった国民動員メディ
アが大きな役割を果たした最初の例である
が、ここでも事情は同じであった）。だがこ
こで注目されねばならないことは、戦争その
ものにおいて動員メディアがいかなる役割
を果たしたのかということ以上に、戦争をあ
れだけ熱狂的に迎える心性が、既に開戦当初
において国民の間に十分すぎるくらい涵養
されていたという事実である。 
 
 

２．研究の目的 
本計画が対象とするのは、世紀転換期におけ
るイギリス・ドイツ・フランスの国民動員メ
ディアの諸相ならびに同時代の日本におけ
るその受容である。時代を世紀転換期に絞る
のは、まさに第一次世界大戦以後の「二〇世
紀の戦争」を特徴づけるものの一つがプロパ
ガンダであり、それがいわば潜伏状態にあっ
たのが、この時代であったと考えられるから
である。また比較対象として日本における状
況を検討する理由は、日本ではすでに日清戦
争から戦争写真などが雑誌で取り上げられ、
さらには日露戦争においてマスメディアが
国民の「戦意高揚」に大きな役割を果たすな
ど（２０３高地のディオラマなども当時大変
人気があった）、プロパガンダが欧米に先駆
けてすでに実践に移されていた部分がある
からである。 
これらの研究に際してとりわけ重要となる
のは、第一次世界大戦へのその影響であり、
いわば世紀転換期の中における大戦の前史
を明らかにするということが、本研究の最大
の目的であるといってよい。欧米においては、
（第二次大戦ではなく）第一次大戦こそを本
来の 20 世紀の起点と位置づけ、個々の研究
者にはその総体をフォローすることも困難
なほど膨大な研究成果が送り出し続けられ
てきた。しかるに、日本における第一次大戦
研究の蓄積は、日露戦争や第二次世界大戦の
それと比べて貧弱であり、同時代の日本とそ
の植民地に及ぼしたインパクトも、「現代世
界」に対するその歴史的な意義も、充分に認
識されているとは言い難い。また欧米におい
てさえも、戦争自体についての研究は大量に
あるにせよ、必ずしも「世界性」および「持
続性」について十全に明らかにされてきたと
は言えない。これらを研究するに際しては、
第一次世界大戦「から」すべてが変わったと
いう考え方を廃し、むしろ第一次世界大戦の
前に既に「総動員体制」による世界的な大戦
を可能にする諸条件が十二分に用意されて
いたという見方をすることが重要である。本
研究はこうした視座の下になされるもので
ある。 
 
３．研究の方法 
本研究においては、京都大学人文科学研究所
において、月２回の研究会を定期的に行った。
実施にあたっては、代表者の山室信一が全体
を統括し、雑誌研究においては小関隆がイギ
リス関係を、藤原辰史がドイツ関係を、久保
昭博がフランス関係を、片山杜秀が日本関係
を担当した。また王寺賢太および小田川大典
は世紀転換期ヨーロッパの愛国思想を調査
した。音楽演劇についてはヨーロッパ関係を
岡田暁生が、日本関係を片山杜秀が担当した。



 

 

またポスターおよび玩具については、伊藤順
二および服部紳および河本真理および早瀬
晋三が担当した。またデータ分析と並ぶ本研
究の中心課題としたのは、現地調査ならびに
一次資料の収集を通した画像（映像）の収集
である。なお研究会の成果については、京都
大学人文科学研究所の人文情報学センター
ＨＰ（共同研究班「第一次世界大戦の総合的
研究」ＨＰ）において、そのタイトル等の情
報を公開した。	
 
	
 
４．研究成果	
 
この研究の最大の成果は、第 0次世界大戦と
もいえる日露戦争において発現していた外
交および内政における政治宣伝の重要性に
ついての認識が、総力戦としての第一次世界
大戦を通じて国家機構の再編成や植民地統
治の手法にも深甚なる影響を与えていった
過程を、日本のみならず東アジアという地域
世界との連関の中で明らかにしえたことに
ある。先ず、世紀転換期において戦争ロマン
を喚起するメディアは活字や画像などに限
定されていた。しかし、日露戦争においては
電信や映画フィルムなど、同時性と可視性を
もったメディアが活用されることになった。
ちなみに、日本が作製した日露戦争の記録映
画はタイなど東南アジアにおいて初めて映
写された映画であったこと、その実写によっ
て黄色人種が白色人種を凌駕しうるとの言
説を生んでいった史実などを明らかにする
ことができた。	
 
また、日露戦争時には外債募集の必要性もあ
って高橋是清や金子堅太郎などによる広報
外交が展開され、その成功によって戦争の維
持が可能となった。しかし、ドイツやソ連と
の戦火を交えた戦争のほか、アメリカ・イギ
リス・中国との外交戦として戦われた第一次
世界大戦において日本は友軍国からも厳し
い批判を浴びたこと、さらにはシベリア出兵
において米騒動などが起きたことから情報
蒐集・管理機関と宣伝・検閲機関を通じて対
外的な広報外交と対内的情報統制を図るこ
とが必須の課題として認識されていった意
義とともに、外務省情報部や陸軍省新聞班が
創設されていった政治過程についても分析
を進めた。	
 
さらに、女性や子ども更には植民地における
異民族までが熱狂をもって戦争に参与して
いった心理的メカニズムと行動様式を生み
出すために、心理学者フロイトの甥で、「広
報・宣伝の父」と呼ばれた Edward	
 Bernays
などによって開発されたプロパガンダの手
法が、戦時宣伝や「行政広報」にととまらず、
「営利本位の商業主義」に適用されていく歴
史過程を明らかにすることによって、総力戦
による思想動員という体験が現代の日常生
活といかに直結しているのかを析出した点

で重要な成果を生むことができた。	
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